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1幽 研 究グル ー プ紹介

川崎重工 業株式会社 原子力本部の核融合 グル ー プ

1．は じめに

　最初 に 川 崎重 工 の 紹介 を させ て い た だ き ます．川 崎重

工 は ユ878年 （明治 11年） に 川 崎正 蔵が 築地 に 造 船所 を 開

設 し，昨年 （1996 年）創立 100周年 を迎 え ま した．船舶，

航空機，新幹線等 の 鉄道車両，あ る い は オ
ー

トバ イとい

っ た輸送機械 メ
ー

カ
ー

の イ メ
ー

ジ が 強い の で すが，そ れ

以外 の 環 境 ・エ ネ ル ギープ ラ ン ト，大 型 構造 物，産業用

機械 等 の 売上 げも全 体の 5 割近 くに 達 し て お り，文字 ど

お り陸 ・海 ・空 に わ た る 総合エ ン ジ ニ ァ リ ン グ メーカー

と して 国際 的 規 模 で 活 動 して い ます．売上 高 1 兆 円，従

業員 ユ万 6 千人 で 全 国 に ］5工 場，3 研究所 を擁 して お り

本社 は神戸 と東京 にあ ります．

　川 lll奇重 工 の 原 子 力部門 （現在は 環境
・

エ ネ ル ギープ ラ

ン ト事業本部 原 子力本部） は 1960年代 に 凵本 原 子 力発

竃   の 東海 ユ号 炉 建 設 に 参加 して 以 来 ， 軽水 炉 ，核燃 料

サ イ クル 分 野 で の 製品 開発 に加 え て ，動力炉
・
核燃料開

発事業団の 高速増殖炉や 日本原子力研究所 （原研）の 高

温 工 学 試験 研 究 炉，核 融合 研 究 開発 等，多 くの 国 家 プ ロ

ジ ェ ク トに 積 極 的 に 参加 して い ます．

2 、核融合 との 関わり

　川 崎重 工 と核融合開発 の 関わ りは ユ970年代半 ば か らで

原研 の JXFR，　SPTR （ス イ ミ ン グ プ
ー

ル 型 炉 ），
FER （国

内 次 期 装 置） や IAEA 室 催 の INTOR 　（国 際 協カ プ ロ

ジ ェ ク 1・） とい っ た トカ マ ク 核融含次期装置 （実験炉）

設計へ の 参加 に さ か の ぼ ります．当初 は トリチ ウ ム 増 殖

ブ ラ ン ケ ッ ト設 計 とそ れ に 関連 した増 殖材料や トリチ ウ

ム 取扱 い 技術 の 開発 を 室題 に し て い ま し た．1990年頃か

ら ITER を代表 とす る 実 験 炉建 設 の 機運 の 高 ま りと と も

に ，炉構造物全般 ， 遠 隔保守 技術 ， 安全 性 等扱 うテ
ーマ

と 関連 す る 人員 が 次 第 に拡 大 して 現在 に至 っ て い ます．

さ らに 現在建設中の 文部省核融合科学研究所の 大型ヘ リ

カ ル 装置 （LHD ）計画へ も積極的 に参加 して お ります，

また大阪大学 レーザ ー核融合研 究 セ ン ター
の 次 世 代 装 置

や 原研 の 核 融 合 原型 炉 （SSTR）の 設 計研 究 に も参 加 して

まい り ま した．

　現在，核融合炉開 発は 原 子 力本部 （本 部 長 ：坂 野 耿 介 〉

に お け る新型 炉開発 の 中心 テ
ーマ の ひ とつ で あり，原研

や大学関連 の研究所 の ご指導の もと に長期的な 国家 プ ロ

ジ ェ ク トに積極的 に取組 んで い ます．

3 。核融合研究開発体制に つ い て

　原 子 力本部 の 事務所 は地 下鉄 東西 線 の 東陽町駅か ら徒

歩 5 分 程 の 所 にあ る東京設計事務所内に あります．原子

力本部 は核
・
熱

・
構造

・
安全 ・制御等多分野 の 専 門技術

者を有 し，設計 ・調達か ら施工 ・許 認可 対 応 まで を含め

た原 子 力施設 に関 す る総合 エ ン ジニ ア リ ン グ 集団で す．

小林武司 （主 幹） が 核融合 プ ロ ジ ェ ク トの 全体的 な技術

統括 を行 っ て お り， プ ロ ジ ェ ク ト推進 の ドラ イ ビ ン グ フ

ォ
ー

ス は開発部が担 っ て い ます．また各種解析技術 を有

す る技術部，機器 ・シ ス テ ム 設計を行 うプ ロ ジ ェ ク ト第

一
部が 日常的に核融合 関連 の 業務 を実 施 して い ます．さ

らに 当社 野 田工 場 に あ る 関東技術研究所の 原子力基盤技

術 研究部が 実験 ・解析両 面か ら設計 ・開発業務 をサ ポー

トして い ます．ソ フ ト，
ハ ード両 面 に わた る基礎技術 の

多 くは 長 年 の 核分裂炉開発 の な か で 培 わ れ た もの で あ

り，原子力施設 と して の 性格を強め る実験炉以 降の 核 融

合 開 発 に とっ て は貴 重 な財 産 とな っ て い ます．

　 ご存知 の よ うに 核融合 開発 は 非常 に 幅広い 分野 の 技術

を必要 とす る ため，原 子 力以 外の 部 門で 開 発 され た技術

を核 融 合 炉 に適 用 す る ため の 検討 も私た ちの 重要な努め

で す．最近 の 検討例 と して ，核融合炉へ の 適用 が検討さ

れ て い る
“
金 属風船 （形 状 可 変 管）

”
1航 空 宇 宙 事 業 部 （岐

阜 ），傾 斜 機 能 材 料 （FGM ）：材 料研 究 部 （明 石 技 術 研 究

所）， 第
一壁 等 の 製作 に 適用 され る 熱 問静水 圧 加 圧

（HIP）接合法 ；生 産技術 開発 セ ン タ
ー

（神 戸 ），レーザ

に よ る 3 次元 形状計測 シ ス テ ム ：電 子 ・制御 技 術 開発 セ

ン ター （明石），遠 隔操作 に よる 溶接
・
切断へ の 適用 が

期 待 され る よ う素 レ
ーザー

シ ス テ ム ：光技術 研 究 部 （関

東技術研究所），が あ げ られ ます．
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研 究 グル ープ 紹 介 川 崎重工 業株式会社 原子 力本 部 の核 融 合 グル
ー

プ

4 ．研究開発メ ンバ ー

　私 た ち は民 間会 社 で す の で ， 9常 の 業 務 ス タ イ ル は 大

学の 研究室の よ うに ある 人 間が 固定 され た テ
ーマ を学 術

的 に掘 り下 げ て い くとい っ た もの で は ありませ ん．顧客

か らの ご注文，ご要望 に応 じた 設計検討や解析 お よ び要

素技術，製造加工 技術の 開発業務等 が 主体 とな ります．

しか し核 融 合 開 発 の よ うな 長 期 プ ロ ジ ェ ク トに携 わ っ て

5 年，10年 と経て ば 自他 共 に認 め る そ の 道 の プ ロ ，権 威

と言 える よ うな人間が 出て きます．こ こ で は紙面の 限り

もあ り， 核融 合開 発の 中 心とな っ て い る メ ン バ ーだ けを

紹介 します．

　前 fflの 小 林 は INTOR ，　FER 設計 の 中心 メ ン バ ー
の
・一

人 で したが，現 在 はマ ネ ジ メ ン トに徹 して い ます．ゴ ル

フ ，麻雀，酒，カ ラ オケ と幅広い 趣昧 を誇 りますヵ  最

近 こ れ に コ ン トラ ク トブ リ ッ ジ （トラ ン プ カ
ー

ドゲ
ーム

の
一

種）が 加 わ りま した．余談 に な ります が，原 子 力本

部 に は コ ン トラ ク トブ リ ッ ジ をた し な む者多 く一筆者 も

そ の 一人 で す が一対 外 的 な 公式試合 に も参加 し て い ま

す．読者 の 方 （グ ル ープ） で ブ リ ッ ジ を な さ る 方が い ら

っ しゃ っ た ら是非対戦 を．

　鈴木達 志 は 当社 の 核融合 の 最古参 の
一．一

人で あ り，トリ

チ ウ ム 取扱 い 技 術 や ト リチ ウ ム 増殖材製造 の 専 門 家で

す．こ れ まで 数多 くの ト リ チ ウ ム プ ロ セ ス 試験 施設 や ト

リチ ウ ム 増殖 ブ ラ ン ケ ッ トの ア ウ 1・パ イ ル （熱 ・構造 ・

材料試験） お よび イ ン パ イ ル （中性子照射）試験施設 の

設計 ・製作を手掛けて い ます．構造材料 に 造詣 の 深 い 大

崎敏 雄 の グ ル ープ は 第
一
壁 ・ブ ラ ン ケ ッ ト構造体 （遮蔽

ブ ラ ン ケ ッ ト と トリ チ ウ ム 増殖 ブ ラ ン ケ ッ ト） の 設計 と

モ ッ ク ア ッ プ 構造体の 試作開発 を担当 して い ます．前 出

の HIP 法 を用 い た 日本 の 第
一

壁 ・ブ ラ ン ケ ッ ト製作技

術 は ITER の 場に お い て も他極 を リードして い ます．実

験炉を対象 と した オ
ー

ス テ ナ イ ト鋼 （SS316）の み な ら

ず，原 型 炉用 の フ ェ ラ イ ト鋼 （F82H ）の 製作加工 技術開

発もテ
ー

マ と して い ます．高 熱 負 荷 機 器 の 熱 流 動専 門 家

で ある 山崎誠
一

郎の グ ル
ープ は ITER 用 ダ イバ ータの 設

計，モ ッ ク ア ッ プ試作試験や 高熱負荷試験体製作 を中心

と し た 業 務 を 展 開 して い ます．また 前出の 金属風船 や

FGM の 核融合炉構造へ の 適 用性検討，さ らに核 融合 安

全性分 野 や DREAM 炉 （原研設計の トカ マ ク 型実用炉）

の 設 計研 究 に も関係 して い ます．制御技術が 専門 の 安達

潤
一

の グ ル
ープ で は 核融合 炉遠 隔 保守 シス テ ム の 検討 と

遠 隔機器 の 要素技術 の 開発 を行 っ て い ます．ロ ボ ッ ト と

レ ーザーを組 み合 わせ た 第
一

壁表面 損 傷 の 3 次冗 自律計

測 シ ス テ ム が最近 の 開発成 果 で す．トリチ ウ ム 技術 の 専

門家で もあ る平 田慎吾 の グ ル
ープ で は建設が 最盛期 を迎

え て い る LHD 装置用 ダ イバ ータ の 設計製作 を担当 して

い ます．

　以 上 5 名の 中 堅 ，
ベ テ ラ ン が

一
日本 の 企 業 ど こ で も見

られ る よ うに一年代 的 にや や ギ ャ ッ プ の あ る若 い 技術 者

を指導 し （なだめ すか し）なが ら 囗常業務 を遂行 して い

ます。こ の 他 ITER 工 学設計 に協力す る た め 数名 の 社員

を，原 研 国 内チーム や 中央設 計チーム に派遣 して い ます．

5 ．おわ りに

　原子力開発 ， な か んず く核融 合 開発 は息 の 長 い 仕事で，

民間企業がこ れ に 継続参加 して い くの は なか なか 大 変で

す．核融合プロ ジ ェ ク トは長年，本社 か らの 研究開発支

援 テ
ーマ に な っ て きま したが，今 後 さ らに長 期 化 す る こ

とが 予 想 さ れ ます．した が っ て 実 験 炉 に 先立 つ 核融 合

R＆D 施 設等の 設 計 ・建設をあ る程度事業 として とら え

て 行く必 要 もあ ります．さ らに 開発 した技 術 の 世代 間 の

伝承 も私た ちに 課せ られ た重 要 な テ
ー

マ で あり，実験炉

一原 型 炉 とい っ た 開発 ス テ ッ プ と世 代 の 交代 （約 20年毎）

が うま く対 応 して い くの が 理想 です ．川崎 重 工 は21世 紀

の エ ネル ギ
ー

源 と して 期待 され て い る核融合開発 に今 に

も増 して 積極的に取組む こ とに よ り企業の 社会的役割を

果た して い きた い と考えて い ます．

　　　　　　　　　　　　 （文責 ：開発部　森　清治）

核融合 プ ロ ジ ェ ク ト関係 メ ン バ ー
（1997年 2 月21日撮影）
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